
Ⅰ　事業概要
　１．学校部活動の現況・持続可能性について

市内４つの中学校では、現在１０種の運動部と３種の文化部が部活動に取り組んでいる。生徒数の減少もあり、

チームスポーツでは単独ではチームを組めず、近隣の中学校と合同チームとして大会に参加している部活動もある。

　２．実証事業の実施にあたっての課題

　３．対応方針・取組概要について

　４．達成目標およびその検証方法

市区町村名：山武市

令和５年度について、総体育大会以降、市で部活動を１つ（剣道）、休日の活動を地域へ移行することを計画し

ている。運営団体（指導者の派遣管理、参加生徒の掌握、非常時の連絡体制や生徒指導等の対応など）として

適当な団体がないこと、民間に委託した際の費用等の負担など課題がある。

令和５年度について、総合体育大会以降、市で部活動を１つ（剣道）、休日の活動を地域へ移行することを計

画している。指導者については、市内のスポーツ団体（剣友会）に協力を依頼したいと考えている。

市区町村名：山武市

市区町村名：山武市
　【目標】

令和５年度について、総合体育大会以降、市で部活動を１つ（剣道）、休日の活動を地域へ移行する。

　【目標の検証方法】

市で部活動を１つ（剣道）、休日の活動を地域へ移行できたか。



関わり方・役割
指導者の派遣

団体名
剣友会

【イメージ図】

【関係団体一覧】

　５．実施体制

首長部局（スポーツ振興課）団体との調整（指導者の確保、派遣依頼、費用の管理）

【地方公共団体内における役割分担】
部署名 関わり方・役割

教育委員会（子ども教育課）学校との調整（実施日、参加者の把握、実施場所の確保）

市区町村名：山武市

山武市
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